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参考資料１ 

平成３０年度 碧南市病院事業報告書 

１ 概況 

(1) 総括事項 

ア 業務状況 

   本年度は開院３０周年の節目を迎え、地域の二次救急医療機関として、また市民

の生命と健康を守る地域の中核的な病院として役割を果たすべく尽力してまいりま

した。６月には医療の質と安全の向上を図るために、日本医療機能評価機構による

病院機能評価の認定を更新し、１０月には３０周年記念事業として、記念式典及び

病院祭を執り行い、多くの市民の方に参加していただきました。 

平成３０年度の事業運営にあたっては、新病院長のもと、地域の中で二次救急病

院としての役割を果たすため、働きやすい職場環境を作り、ひいては病院の価値を

高めるよう将来投資に努めてまいりました。 

３０年を経過して老朽化した入院病棟については大規模な改修を決定しました。

入院患者の皆様の生活環境と職員の職場環境を改善するため、令和３年度末完成を

めざしてまいります。また、高齢社会に適応した病床編成にするため、急性期病床

の一部を地域包括ケア病床に転換し、病床利用率の向上を図ってまいりました。 

医療の充実としましては、入退院支援センター、心臓リハビリテーション及び乳

がん検診を翌年度以降に実施するため、入念な準備を進めてまいりました。医師の

待遇改善及び経営改善対策としまして、医師のインセンティブ手当の実施も準備し

ております。 

最重要課題である医師の確保対策としましては、市長、副市長を始め近隣医大の

医局訪問を積極的に行っております。また、研修医については、修学資金条例に基

づく第１期の修学生を募集し、２名の医学生を確保したほか、医科大学の訪問も積

極的に進めております。 

設備更新工事の見直しや医療機器の購入抑制により経費の削減にも努めてきまし

た。しかし、深刻な医師不足の影響から、年度末現在の医師数は前年度末より５人

減の４１人となり、消化器内科の診療制限もあって、医業収益は減少となり、対前

年度比２億７千万円余の悪化となりました。入院患者一人当たりの診療単価は昨年

度とほぼ同程度の４６，３１０円でしたが、入院患者数は３，７７４人の減少とな

り、その影響から、入院収益は前年度比１億７千６百万円余の減少となりました。 
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医業費用では、医師の減少に伴い給与費が減少したこと、医業収益の減少に伴い

材料費が減少したこと等により、対前年度比１億２千３百万円余の減少となりまし

たが、医業収益の減少が大きかった影響から、平成３０年度の当期純損失は１０億

８千２百万円余となり、対前年度比１億５千６百万円余の悪化となりました。 

イ 患者数 

   入院患者（退院含む）は、８４，１２８人（１日平均２３０．５人）で昨年の８

７，９０２人より３，７７４人の減、また、外来患者数（時間外含む）は、１６５，

６５５人（１日平均６７８．９人）で昨年の１８１，２７９人より１５，６２４人

の減となりました。 

ウ 収益的収支 

   病院事業収益は６，９０１，２６７，４３０円、病院事業費用は７，９８３，２

８８，１３２円で、当期純損失は１，０８２，０２０，７０２円となりました。 

エ 資本的収支 

   資本的収入は１，２２２，３５８，０００円、資本的支出は１，５８８，５１３，

０７７円で、収支不足額は３６６，１５５，０７７円でした。 

   収入については、一般会計からの繰入として出資金３５２，４３８，０００円、

企業債３６９，９００，０００円、長期定期預金満期による回収金等５００，０２

０，０００円を受け入れました。 

支出については、電源装置更新工事、電話交換機更新工事等の建設費として１１

０，５０２，１２０円、ナースコール機器等の機器備品を購入するための資産購入

費として２６０，９２６，２５７円、ほかに企業債償還金（元金）として、６９８，

６０４，７００円、投資として医師、看護師等修学資金貸付金１８，４８０，００

０円、その他投資（長期定期預金）５００，０００，０００円を執行しました。 

    

以上が平成３０年度の決算概要でありますが、今後は平成３０年度に投資した資

源を活かし、サービスの向上と経営の健全化を図ってまいります。 

 


